
（別添１）

令和8年1月9日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間
において、前回の事業評価
結果をどのように生活交通
確保維持改善計画に反映さ
せた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり
実施されなかった場合には、理
由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的
な目標・効果が達成されたかを、
目標ごとに記載。目標・効果が
達成できなかった場合には、理
由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

あおい交通株式会社 とよやまタウンバス南ルート - A
計画通りの運行が実施されてい

る。
Ｂ

【輸送量（年間利用者数）】
計画：69,000人
実績：70,068人
【収支率】
計画：41.94％から1％改善
実績：37.33％
【その他追加記載事項】
平均乗車密度実績：3.0
運行回数実績：11.0回
（1往復で運行回数１回）

高齢者割引制度の開始や、マップ配
布等のＰＲ効果により利用者数が増
加した一方、物価高騰や人件費の増
加に伴い収支率の改善には至らな
かった。

・広報やＨＰ、町主催イベントや出前講
座等の機会を通じて公共交通のＰＲ
・利用者ニーズに対応した改善や見直
し
・エコモビリティライフの取組促進を継
続

豊山町地域公共交通会議

地域公共交通確保維持事業

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況
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（別添１－２）

令和8年1月9日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

本町の幹線道路網は充実しているものの鉄軌道がなく、バス交通による公共交通網を形成している。特に地域間幹線系統であるとよやまタウンバス南ルートは町内と
名古屋栄とを結ぶ路線であり、通勤・通学・通院等で町民にとって無くてはならない公共交通となっている。
しかしながら、自家用車の普及やバスの担い手不足による人件費の増加等により収支悪化による行政負担の増加をはじめ、運行に様々な問題が発生している。
このため、地域公共交通確保維持事業により、とよやまタウンバス南ルートを確保・維持することで、子どもや高齢者も安心して町内を回遊するとともに、町外への通
勤・通学や買い物、通院など生活に必要な施設に行きやすい公共交通環境を整えていくことが必要である。

豊山町地域公共交通会議

地域公共交通確保維持事業



別添４

目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

①バスネットワークに対
する住民満足度
令和2年度より10％増
(R2:22.1%)

公共交通について町ＨＰで継続し
て情報提供を行うとともに広報と
よやまにおいてＰＲコーナーを設
けて周知

町民意識調査に
より計測

【達成状況】
R6実績値：21.9％（未達成）
【分析】
本数の増加や最終バスの時間を延ばして
ほしい等、交通の便に関する意見があっ
た。近隣自治体と比較される傾向があり
公共交通ＰＲの効果が得られにくい。

・引き続きホームページでの周知や公共交
通マップの配布等により、バス路線のＰＲ
を行い、自動車から公共交通への転換を図
る。

目標値は第２次計
画(R2～R6)に基づ
くもの

②バス利用者満足度
令和2年度より10％増
(R2:13.5%)

バスロケーションシステムな
どのサービスについて、住民
への周知を強化

町民意識調査に
より計測

【達成状況】
R6実績値：13.4％（未達成）
【分析】
バスロケシステムのＰＲや高齢者割引制
度の実施によりサービス向上に努めてい
るものの、近隣自治体との比較により効
果が得られにくい。

・引き続きホームページでの周知や公共交
通マップの配布等により、バス路線のＰＲ
を行い、自動車から公共交通への転換を図
る。
・高齢者割引制度を継続して実施する。

目標値は第２次計
画(R2～R6)に基づ
くもの

③バス停から300ｍ範囲内
の人口カバー率
95.0％

南ルートの青山地区での経路変更
を行う（Ｒ３実施）

国土数値情報「バ
ス停留所」データ
及び町地区割図
データにより計測

【達成状況】
R6実績値：93.9％（未達成）
【分析】
計画当初の計算方法で算出した場合、未
達成であるが、住宅エリアのみで算出
（第３次計画に基づく）した場合97.0％
となり、目標達成となる。

・バス停の移設等が発生する場合、周辺住
民のバス停アクセスに配慮する。

目標値は第２次計画
(R2～R6)に基づくも
の

④豊山町を走るすべての
バスの年間利用者数
2,000,000人

総合時刻表や総合バスマップ
の作成・配布
公共交通利用促進イベントの
実施

バス事業者の有す
る乗降データによ
り計測

【達成状況】
R6実績値：1,052,607人（未達成）
【分析】
廃止や休止となった路線が存在するた
め、目標値に満たなかった。

・公共交通マップの配布やイベントにおけ
るバス車両展示等の公共交通ＰＲを実施す
る

目標値は第２次計画
(R2～R6)に基づくも
の

⑤とよやまタウンバスの
年間利用者数80,000人
ａ　北ルートの年間利用
者数11,000人
ｂ　南ルートの年間利用
者数69,000人

総合時刻表や総合バスマップ
の作成・配布
高齢者割引制度の導入を研究

バス事業者の有す
る乗降データによ
り計測

【達成状況】
R6実績値：83,074人（達成）
ａ　北ルート:14,511人（達成）
ｂ　南ルート:68,563人（未達成）
【分析】
高齢者割引制度の導入により、特に北
ルートの利用者が増加したため、全体と
しては目標値を達成できた。

・公共交通マップの配布やイベントにおけ
るバス車両展示等の公共交通ＰＲを実施す
る
・高齢者割引制度の本格導入により利用者
数は増加傾向にある。引き続き本制度を継
続していく。

目標値は第２次計画
(R2～R6)に基づくも
の

⑥とよやまタウンバスの
町負担率
50％

総合時刻表や総合バスマップ
の作成・配布
公共交通利用促進イベントの
実施

運行負担金と定額
経費から算出

【達成状況】
R6実績値：65.9％（未達成）
【分析】
利用者数の増加により町負担率は低下し
ているものの、物価高騰や人件費の増加
に伴い、定額経費の半分を賄うまでには
至っていない。

・利用者数の増加以外の収入増を目的とし
て、バス車体に有料広告を掲出する事業者
を募集する。

目標値は第２次計画
(R2～R6)に基づくも
の

（記載に当たっての留意事項）

豊山町地域公共交通計画の評価等結果（令和６年４月～令和７年３月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞



・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、
参考資料として添付して下さい。


